












1 はじめに 

 山口県の母子保健は年々向上してはいるものの全国に比して改善度が低く、昭和 57 年度

の乳児死亡率は 8.5 の 45 位と最低位を争う程になった。 

 また、障害児は県内体制が不十分なため、北九州・広島の療育機関に依存しているが、

関係者の間からは県の対応が強く求められてきた。しかし全県規模の周産期センター・総

合療育センターは中心都市のない山口県では費用効率等から設置困難とされ、既存施設、

機能の有効活用に関する各種検討会が活発に展開されてきた。今回、母子保健システムの

研究班への参加を契機に、これらの結果を総合して母子保健のシステム化について検討を

行った。 


